
81Z {ハイオメカニクス}

196.各議議地動作における膝関節態態筋の筋活動の
特徴{第2報)

去務史 1、 f数ぺ氏本仁'昔、
(i iえ波大学体育研究科スボ w ヅ健康科学専攻、
ニ奇心'I¥大 総合文化研、究科、、t筑波大学 {本学・f字:系〉

す十字持活(以下J¥CL)損傷は、スポーツ活動中に
好発する外海のひとつである。 !¥CLitt1努{土、接触
i与とゴH安額iii刊誌協に大5JI];される。モjl絞りのf~!\子i!とによ
ると、人CLi長保の4S 1}()が~H鋭~Uf!船協であち、火性に
おいては、 78'}f)が手p桜島京都;cif易:であったむ近年は、動
作H寺の筋活動や動作絞殺;などのパイオメカニカ)~な変
!設が !~j されている o ~n:佐敏~!H会{諺の受{話機十íj: として、
沿い九割合を ILi める 2):こも{おわらず、義 JI凶~Jfl; における
IH~関筋肉 li約五の筋活動の然 ?1H こえS' 討した1îJf究は少なく、
与:らに、 fU没l!支位といわれている K附ど 111"Toe111や
!くnl'Cln-'l、似 0tHの危険性は実1iiEさiγぐいなし凡キ:1話j
究では、 ~I;認制t~~長11答が好発するよと f‘ J" スケットボー
ず・(身長:165.2土<1.0CI11、体!fi: 58.:)土<1.31.:氏、
左右:20.2工 1. 芝、認め特務級協の;変役会正し)s 
1'1を片象;こ、交・・t訴を;の{菜採実験として、ジャンプか
らの主治手UJfi.:を行い、そのF祭の!路JliJill絡の17i活動の!t._Ij-
後を従え、三H妥鉛!~fH兵器の予防の -JJ)) とすることを口
約としたり波紋容は、 j未反カ板 1'，íと;需h~.ltf\!:のか
ら手.. :1お;iニシ、・¥'ンブし、右足でえを治したり j奇抜j波紋にi渇
しては、 !WI*Jiii)!j'l均位、 滋路~1関誌長伝節ii外反(収す立む':f前)泊bなω‘i)足i音部!)!内大匂}l紅!ト伝iiμぷ
び:諮i詑2f足乙奇苅郊iE;外!転主訟去訂{依立の 3 右説殺4~ を?行7 ウた守 また被験結は、 郊
の外1HU広務、 i付税1I広籍、大純一:強筋、 l}'!il警ハムストワ
ングとした。これら会ピデオ撮~~し ~!)Jfr:解析をお:つ
Ji=尖ろ支から、内iHliiL:Jiちのピ・ザク到達時間{ま、終wNilji
In1.j立に iとぺJjj~f1j 1窃タ~)J..i立においておて訟に鋭くなっ
さらに、この給来は、がiJlhl)のTocIII、す収、 oUli，ニj;J.J
係なく、 1;校長な結~~を得た。すなわち、務 i邸主与に JH司会;
r1;1タトj又11どである時{之、内側r}:，、絡はみ銭?強制損傷めー裂
;廷になる TIT 能強:が ;T~i裂された。今後の泌さ主として、
九じし叛{慈のチ i坊をば i‘I~ とした、ノ f イオメカニカ)~， ~:了文
級車;i染が交際のスボーツ現場の予防方法に寄与するこ
とが認まれる。その手段として従!設立j支伎の線立が挙げ
ら;11るu 被験ダイナミ γクなアライメント、スタ
ティックな γライメント、ゴミ!淡出u主に討する官熱波等
を十分に;}g.‘!絞することで、よりスポーツ涜場に;ft似し、
総人に過したデータを{号、ることが可能となるやまた、
本研究の対象が会民女であることから、{与られた
傾向は久:N~特長帽のものであるlÌJlj仕切:も'i2i定できなし ~I W 
したがって、…・役(!ヲなilIji活動の f頃;会;を j~1i/'くるには文'J
ijとを広げた後討が必安であろうむ 1)ちH哲弘三三
:ゴド緩徽絞殺磁i慈の娯授、臨床スポ・
ヅj玄学 19. 2) /¥ rcndL E. and rし DICk0 199f5) 
Knee Il1jlll・ypaHど1・11:::.nmonヌml3'!1糸口d Wünl(~n 111 

collf: .l;~lat(' ha手.kelbailanclちoccぐr. NCA ̂  dala <llHl 
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